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１． 概要 

従来の政治経済学及び公共政策学ではデータ無しに政府の公的健康

医療費は一定％振り分けられ、経年変化を大きくしない、といわれて

いる。しかし、本研究は、世界の医療費支出の経年変化のデータから、

後発開発途上国などある一定以下発展レベルの国々において、何かし

らのイベント（災害、政権交代など）が起こると、公的健康医療費パ

ンクチュエーション（大きく変動）を起こしているのではないか、と

の仮説を考えた。公的健康医療費が大きく変動するということはそれ

だけ国民の生命が脅かす事に繋がる。このことから、本研究は国の発

展レベルとパンクチュエーションの関係性、その要因を明らかにする。

パネルロジット分析の結果から、後発開発途上国は先進国・開発途上

国に比してパンクチュエーションは起こりやすく、又、ガバナンス指

数のRule of Lawが高い場合にパンクチュエーションが起こりにくく

なることが分かった。 

２．序論 

2018年の漢字が「災」に選ばれるほど今年の日本は災害の多い年とな

った。筆者の地元である倉敷市の真備町も水面下の町と化した。筆者

はそこへボランティアに行った際に初めて散水し、消毒をする車両を

見た。そして、このようにして感染症を防ぐのかと学んだ。では、何

故一部の国では感染症が蔓延し続けるのだろうか。そこから筆者は健

康・衛生がどういった時に不安定になるのか興味を持ち調べる中で、

政府の公的健康医療支出が変動している国としていない国があるこ

とに気付き、深い関心を抱くようになった。 

従来の政治経済学及び公共政策学では政府の公的健康医療費は国民

の生命維持に関わるために変動してはならないものであるといわれ

てきた。各国での研究データ【１】【２】【３】では世界中の政府予算は国によ

って異なっていても公的健康医療費に対しては GDP の変動に合わせ

て一定％振り分けられていると信じられていた。しかし、国ごとの研

究はされていても世界規模でのデータ収集は行われていない。そして、

世界各国の公的健康医療費支出のデータの経年変化を見たとき、先進

国（Developed countries）など明らかにある一定以上に富んだ国は

大きな災害が起きても公的健康医療費は変動してない一方で、後発開

発途上国（Least Developed countries）などある一定以下は何かし

らのイベント（災害、政権交代など）が起こると非常に変動し、パン

クチュエーションを起こしているのではないかと仮説を考えた。この

パンクチュエーションとは政府の支出の変化が前年度より絶対値

25％を超えて変動を起こす非常事態のことを言う。健康・公衆衛生の

面で見ると、特に後発開発途上国は先進国や発展途上国と比較して、

平均寿命が短く、児童死亡率が高く、健康状態が非常に悪い傾向にあ

る。感染症の流行の頻度も他国より高く医療・公衆衛生が十分に行き

届いていないことが伺える。 

政府の突然の援助の打ち切りなどで公的機関の医療費が変動し公衆

衛生が悪化すると感染症が蔓延するようになり、免疫力の低い妊婦・

子供は合併症などで死に至る。後発開発途上国の現状は悲惨である。

後発開発途上国の現状は重大な健康上・公衆衛生上の脅威に直面する

一方で、災害などの影響を軽減するために莫大な財源を必要としてい

る。そして健康に対する国民の私的支出は非常に低く、政府の公的健

康医療支出は国民の健康・生命維持に欠かせないという理由から変動

すべきではない。既存研究では、政府の公的健康医療支出は変動して

いないとの報告もあるが、後発開発途上国では変動を起こしているこ

とがデータを見たときに予測ができた。その上振れ・下振れの要因を

データから予測し、事前に対策をとることで後発開発途上国の健康・

公衆衛生の安定を得ることができる。国民の生命維持のために政府の

支出はどのような要因が影響し、変化するかを理解することは重要で

ある。 

従来の仮説を用いると「各国の経済発展のレベルは、政府の医療支出

の年々の変化に影響を与えない」「ガバナンス指数は、国民健康医療

支出のパンクチュエーションには影響しない」であるが、データを見



る限り医療費の変動に影響しているという仮説が考えられたので検

証する。  

この研究結果が、後発開発途上国を救済するシステムの構築だけで

なく世界の健康・公衆衛生の安定に少しでも貢献できれば幸いである。 

３．目的 

 本研究では、192カ国の20年間のGDP・人口・ガバナンス指数 （総

サンプル数 26,880）のデータ収集して国の発展レベルとパンクチュ

エーションの関係性を分析し、さらに災害データを加えてパネルロジ

ット回帰分析を用いて政府の健康医療費支出のパンクチュエーショ

ンが変動する要因を分析する。 

４．研究方法 

 国の経済発展レベルとパンクチュエーションの関係性だけでなく

パンクチュエーションの要因を経年的に研究するために 192 カ国の

1995年から2014年の20年間のGDP、人口、ガバナンス指数、【４】【５】

【６】【７】【８】災害とその死傷・負傷者数のデータ【９】【１０】【１１】【１２】【１３】【１

４】【１５】【１６】【１７】を収集し、パネルデータにしてパンクチュエーション

の頻度と要因を検証するためにパネルロジット回帰分析を行った。 

仮説は先行研究が存在しないので、従来から述べられていたことに従

い「各国の経済発展のレベルは、政府の国民健康医療支出の年々の変

化に影響を与えない。ガバナンス指数は、国民健康医療支出のパンク

チュエーションには影響しない。何故なら国民の生命維持のために変

動してはならないものだから。」とする。本研究ではこれの背反、つま

り「各国の経済発展レベルによって政府の国民健康医療支出はパンク

チュエーションを起こす。特に後発開発途上国では顕著である。ガバ

ナンス指数は、国民健康医療支出のパンクチュエーションに影響す

る。」ということを証明する。 

５．結果 

５－１．統計  

まず、統計をとることにより、パンクチュエーションが後発開発途上

国においてより発生しているという予測を検証し、証明した。 

図5-1より、統計により単純にパンクチュエーションの頻度だけを見

たとき、先進国が 0.0135、発展途上国が 0.0668、後発開発途上国が

0.181と先進国・発展途上国に比べて後発開発途上国の頻度が圧倒的

に多かった。国の経済発展レベルはパンクチュエーションに影響しな

いとされていたが、実際には後発開発途上国は先進国の約 13.4 倍、

発展途上国の約2.7倍パンクチュエーションを起こしていた。この結

果から政府の公的健康医療支出において後発開発途上国は他国より

も変動していることが証明できた。次にガバナンス指数がパンクチュ

エーションに影響を及ぼしているのか否かの検証を行っていく。 

５－２．プールロジット解析 

次に複数研究の元データを集めて、最初の予備的分析としてプールデ

ータ解析を行った。その結果が図5-2であり、先進国を基準にした時

に、開発途上国は 5.08％、後発開発途上国は 11.3％の確率でパンク

チュエーションを相対的に起こしやすいことが分かった。また、国の

要素別で見ると、他の要素を固定したとき最も数値が高かったのは

Rule of law（法の支配）であった。ガバナンス指数のRule of law

が１あがると3.3％の確率でパンクチュエーションが起こらなくなる

という結果が出た。 

Summary statistics 

 Developed Countries Developing Countries Least Developed Countries 

Mean 0.0135 0.0668 0.181 

SD 0.115 0.25 0.385 

Min 0 0 0 

Max 1 1 1 

No. of Obs. 741 1,976 817 

図5-1:データ要約 



５－３. パネルロジット回帰分析 

次にデータが有意であるかを検証すために、同一の対象を継続的に観

察し記録したパネルデータを用いて回帰分析をした。 

パネルデータを使用する利点として、時系列データの性質を持ってい

るので、経済主体がある時点の経済変動や政策に応じて、どのような

反応を見せるかが分かる。また、パネルデータやクロスセクション・

データ（横断面）では個票に記入されている数値を利用するので記入

ミス以外の集計誤差やバイアスは含まれず、すべての個票の数値を観

察できるので推計上の問題に関しても様々な解決方法を考えること

ができる。【１８】 

パネルデータを用いてロジット回帰分析をした結果が図 5-3 である。

パンクチュエーションが起こりにくくなる要因として population, 

GDP, Rule of lawがあげられ、それら各々は統計学的有意1%を示し

ている。経済学的有意で見たときGDPが1単位上昇するとパンクチュ

エーションが起こる確率が4.65＊10-1１%減少する。Rule of lawにお

いても 1 単位上昇するとパンクチュエーションが起こる確率が約 3%

減少する。また、先進国と比して、Least developing countriesは約

11.3%高い確率でパンクチュエーションを起こす。パネルロジット回

帰分析の結果からパンクチュエーションの発生には国の経済発展レ

ベルとガバナンス指数のRule of lawが影響していることが実証され

た。まとめると、プールロジット解析とパネルロジット回帰分析の両

方で、国の発展レベル、そして、ガバナンス指数のRule of lawが統

計的、且つ、経済学的に有意で、且つ、定性的に同様の結果をプール

ロジット解析と一貫して示す事が実証された。よって、本研究の主な

結果はある一定の頑健性を示唆している。 

６．考察 

本研究では「各国の経済発展のレベルは、政府の国民健康医療支出

の年々の変化に影響を与えない。ガバナンス指数は、国民健康医療支

出のパンクチュエーションには影響しない」を否定し、「各国の経済

発展レベルによって政府の国民健康医療支出はパンクチュエーショ

Pooled Logit 

Marginal effect of independent variables 

on likelihood of having punctuation 

 punctuation 

Developed Countries omitted group  

Developing Countries 0.049* 

 (0.025) 

Least Developed Countries  0.113*** 

 (0.027) 

Population -2.78*10-9 

 (1.83*10-9) 

GDP -5.15*10-13 

 (3.90*10-13) 

Rule of Law. EST -0.033** 

 (0.007) 

Observations 3,451 

Standard errors in parentheses 

*** p<0.01, ** p<0.05, * p<0.1 

図5-2： プールロジット解析 

Panel logit 

Marginal effect of independent variables 

on likelihood of having punctuation 

 punctuation 

Developed Countries omitted group 

Developing Countries 0.049* 

 (0.280) 

Least Developed Countries  0.116*** 

 (0.032) 

Population -2.62*10-9** 

 (1.23*10-9) 

GDP -4.65*10-13*** 

 (3.375*10-14) 

Rule of Law. EST -0.03*** 

 (0.009) 

Observations 3,451 

Standard errors in parentheses 

*** p<0.01, ** p<0.05, * p<0.1 

図5-2： パネルロジット回帰分析 



ンを起こす。ガバナンス指数は、国民健康医療支出のパンクチュエー

ションに影響する。」ということを証明することを目的とし、それを

達成することができた。更に他の要素を固定して先進国と比較したと

き、ガバナンス指数の中でもRule of lawが最も影響するということ

を発見した。Rule of lawは公共政策に携わる者が社会のほうにどれ

だけ信頼を置いて順守しているか、つまり国の指導力の問題であり、

Population や GDP を増加させることに比べて改善は容易であるだろ

う。確実にパンクチュエーションがなくなるという値は検証できなか

ったが、Rule of lawの3%という確率は後発開発途上国のパンクチ

ュエーションを減らすうえで重要である。ここから筆者は、政府の公

的健康医療支出のパンクチュエーションは防ぐことが可能ではない

のかと考えた。後発開発途上国の現状は不安定な公衆衛生に晒されて

おり、国民の生命維持のためには迅速な支援が迫られている。本研究

でのデータに加え、さらに被災時の被害総額やパンクチュエーション

が起こった時の財政状況などデータを増やしていくことでパンクチ

ュエーションのボーダーラインを他の値に関しても求めることがで

きるのではないだろうかと仮説を考えた。あらゆる値でパンクチュエ

ーションのボーダーラインを証明することができればそこから後発

開発途上国に対してどのような支援をしていくべきなのかが見えて

くるだろう。 

７．将来の展望 

 本研究では実際に後発開発途上国でのパンクチュエーションの頻

度が先進国・発展途上国と比して多く、またガバナンス指数の Rule 

of lawが1単位上がれば3%の確率でパンクチュエーションが起こり

にくくなることを示した。政権交代や災害が影響することは災害デー

タを集める中で推測できたが、パンクチュエーションの具体的な要因

を示すことはできなかった。政権交代の中でもどのような政策がより

パンクチュエーションが起こる要因となったのか、災害の中でもどの

ような種類の災害がパンクチュエーションを起こすほどの被害をも

たらして影響したのか。パンクチュエーションの具体的な要因を検証

することができればパンクチュエーションを未然に防止することが

できるシステムの構築を提案することができ、有意義な研究となるだ

ろう。 
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